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◎
中
井
町
個
人
情
報
の
保
護
に
関
す

る
法
律
施
行
条
例

　

令
和
３
年
に
交
付
さ
れ
た
デ
ジ
タ

ル
社
会
の
形
成
を
図
る
た
め
の
関
係

法
律
の
整
備
に
関
す
る
法
律
に
よ
る
、

個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
法
律
の

地
方
自
治
体
に
関
す
る
改
正
規
程
が

令
和
５
年
４
月
１
日
に
施
行
さ
れ
る

こ
と
に
伴
い
、
法
律
で
規
定
さ
れ
る

こ
と
に
な
る
現
行
条
例
の
規
定
を
廃

し
、
条
例
規
定
事
項
と
さ
れ
る
所
要

の
規
定
を
定
め
る
条
例
を
制
定
し
ま

し
た
。

　
　

個
人
情
報
の
ど
の
部
分
が
匿
名

加
工
処
理
さ
れ
る
の
か
。

　
　

あ
く
ま
で
も
町
で
所
有
し
て
い

る
個
人
情
報
。
こ
の
情
報
に
関
し
て
、

特
定
の
個
人
を
識
別
で
き
な
い
よ
う

に
加
工
し
、
復
元
で
き
な
い
よ
う
に

し
た
情
報
。

　
　

亡
く
な
ら
れ
た
方
の
個
人
情
報

の
取
扱
い
は
ど
う
な
る
の
か
。

　
　

亡
く
な
ら
れ
た
方
は
、
個
人
情

報
に
含
ま
れ
な
い
。
た
だ
し
、
亡
く

な
っ
た
方
の
情
報
の
う
ち
、
生
存
す

る
特
定
の
個
人
が
識
別
す
る
こ
と
が

で
き
る
情
報
に
関
し
て
は
、
引
き
続

き
個
人
情
報
に
当
た
る
と
言
う
解
釈
。

◎
中
井
町
情
報
公
開
・
個
人
情
報
保

護
審
査
会
条
例

　

令
和
３
年
に
交
付
さ
れ
た
デ
ジ
タ

ル
社
会
の
形
成
を
図
る
た
め
の
関
係

法
律
の
整
備
に
関
す
る
法
律
に
よ
る
、

個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
法
律
の

改
正
に
伴
い
、
現
在
別
々
の
審
査
会

と
し
て
設
置
し
て
い
る
情
報
公
開
審

査
会
及
び
個
人
情
報
保
護
審
査
会
に

つ
い
て
、
所
掌
事
項
の
見
直
し
な
ど

が
必
要
に
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
両
審

査
会
を
統
合
し
、
効
率
・
効
果
的
な

運
営
を
図
る
た
め
の
条
例
を
制
定
し

ま
し
た
。

　
　

役
場
の
保
有
す
る
膨
大
な
個
人

情
報
、
そ
れ
を
匿
名
加
工
し
て
民
間

企
業
に
提
供
す
る
と
、
そ
の
内
容
に

つ
い
て
審
査
会
は
審
議
で
き
な
く
な

る
。
全
国
各
自
治
体
の
審
査
会
で
の

諮
問
を
要
す
る
場
面
は
少
な
く
な
る

と
さ
れ
て
い
る
が
い
か
が
か
。

　
　

実
際
の
運
用
に
あ
っ
て
は
、
改

正
法
、
ま
た
、
国
か
ら
の
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
も
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ

う
な
内
容
を
適
切
に
制
度
運
用
を
図

っ
て
い
く
。

◎
中
井
町
職
員
の
定
年
等
に
関
す
る

条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
等
の
条

例
　

地
方
公
務
員
法
の
一
部
を
改
正
す

る
法
律
の
施
行
等
を
踏
ま
え
、
本
町

に
お
い
て
も
国
家
公
務
員
と
同
様
に
、

令
和
５
年
度
か
ら
２
年
に
１
歳
ず
つ

段
階
的
に
職
員
の
定
年
を
引
き
上
げ

る
と
と
も
に
、
管
理
監
督
職
勤
務
上

限
年
齢
制
及
び
定
年
前
再
任
用
短
期

間
勤
務
制
の
導
入
等
を
講
じ
る
た
め
、

所
要
の
改
正
を
行
い
ま
し
た
。

　
　

今
年
度
退
職
さ
れ
る
職
員
は
、

65
歳
ま
で
年
金
が
支
給
さ
れ
な
い
が
、

再
任
用
の
場
合
、
生
活
関
連
手
当
の

支
給
や
給
与
な
ど
は
ど
う
な
る
の
か
。

　
　

給
与
に
関
し
て
は
、
現
行
の
職

か
ら
、
３
級
落
と
し
た
形
で
支
給
さ

れ
、
地
域
手
当
、
通
勤
手
当
、
時
間

外
、
期
末
・
勤
勉
は
支
給
さ
れ
る
。

◎
中
井
町
情
報
公
開
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

　

現
在
、
別
々
の
審
査
会
と
し
て
設

置
し
て
い
る
中
井
町
情
報
公
開
審
査

会
及
び
中
井
町
個
人
情
報
保
護
審
査

会
に
つ
い
て
、
中
井
町
情
報
公
開
・

個
人
情
報
保
護
審
査
会
と
し
て
統
合

設
置
す
る
こ
と
に
な
っ
た
こ
と
か
ら
、

現
在
の
審
査
会
を
設
置
す
る
規
定
を

廃
止
す
る
と
と
も
に
、
中
井
町
個
人

情
報
保
護
制
度
の
見
直
し
に
併
せ
て
、

条
例
中
の
表
記
の
統
一
を
図
る
た
め

所
要
の
改
正
を
行
い
ま
し
た
。

◎
中
井
町
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例

　

地
方
税
法
の
改
正
に
伴
う
法
人
町

民
税
の
課
税
特
例
の
改
定
、
固
定
資

産
税
の
わ
が
ま
ち
特
例
の
特
例
割
合

並
び
に
地
方
税
法
の
条
項
の
移
動
に

伴
う
所
要
の
改
正
を
行
い
ま
し
た
。

◎
中
井
町
都
市
公
園
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

　

中
井
中
央
公
園
の
施
設
使
用
料
に

つ
い
て
、
多
目
的
広
場
の
半
面
芝
生

12　月定例会
12月7日～12日

一般質問8名　9　問

条 例 制 定　2　件

条 例 改 正　4　件

補 正 予 算　4　件

主な審議内容

問

問答 答

問答

問答

条
　
　
例
　

条
例
改
正

－ 2 －令和　５年２月１日発行



化
に
伴
い
、
当
該
施
設
に
係
る
維
持

管
理
費
が
増
加
す
る
こ
と
か
ら
、
受

益
者
負
担
の
原
則
に
基
づ
く
不
公
平

感
の
な
い
適
正
な
負
担
に
配
慮
し
た

施
設
使
用
料
体
系
と
す
べ
く
、
所
要

の
改
正
を
行
い
ま
し
た
。

　
　

多
目
的
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
南
側
の

芝
生
の
維
持
管
理
費
は
。

　
　

芝
の
管
理
で
４
７
０
万
円
、
散

水
に
伴
う
水
道
代
25
万
円
を
予
定
。

◎
令
和
４
年
度
中
井
町
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
５
号
）

　

６
１
８
７
万
６
千
円
の
追
加

　

総
額
43
億
４
７
３
９
万
９
千
円

　

歳
出
で
は
、
主
な
内
容
と
い
た
し

ま
し
て
、
総
務
費
で
、
障
害
者
自
立

支
援
給
付
審
査
支
払
等
シ
ス
テ
ム
の

改
修
に
伴
う
費
用
、
及
び
個
人
番
号

カ
ー
ド
の
取
得
を
促
進
す
る
た
め
新

た
に
雇
用
す
る
会
計
年
度
任
用
職
員

の
人
件
費
を
計
上
し
ま
し
た
。

　

衛
生
費
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
た
め
の
関
係

経
費
を
計
上
し
ま
し
た
。

　

農
林
水
産
業
費
で
は
、
肥
料
や
飼

料
、
農
薬
、
光
熱
費
な
ど
の
高
騰
に

よ
り
負
担
が
増
大
し
て
い
る
農
業
者

を
支
援
す
る
た
め
、
臨
時
営
農
支
援

事
業
に
係
る
費
用
を
増
額
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
教
育
費
で
は
、
食
材
価
格

の
高
騰
に
対
応
す
る
た
め
学
校
給
食

費
補
助
金
を
増
額
し
た
ほ
か
、
中
井

中
学
校
及
び
井
ノ
口
公
民
館
の
緊
急

の
修
繕
等
に
係
る
費
用
を
計
上
し
ま

し
た
。

　

そ
の
ほ
か
、
令
和
４
年
度
中
井
町

一
般
会
計
当
初
予
算
に
て
計
上
し
た

各
事
業
費
の
う
ち
、
燃
料
費
高
騰
の

影
響
に
よ
り
電
気
料
金
が
値
上
が
り

し
た
こ
と
を
受
け
電
気
料
を
増
額
し

た
ほ
か
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
等
の
影
響
に
よ
り
、
事
業
の
中

止
・
延
期
等
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
年

度
中
の
執
行
が
困
難
と
な
っ
た
も
の

に
つ
い
て
、
歳
出
事
業
費
の
減
額
を

い
た
し
ま
し
た
。

　

歳
入
で
は
、
国
・
県
支
出
金
で
、

歳
出
の
補
正
と
合
わ
せ
て
、
個
人
番

号
カ
ー
ド
関
連
事
務
委
任
事
業
費
補

助
金
、
及
び
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

ワ
ク
チ
ン
接
種
関
連
補
助
金
を
増
額

す
る
と
共
に
、
追
加
で
交
付
さ
れ
る

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
応

地
方
創
生
臨
時
交
付
金
を
増
額
し
ま

し
た
。

　

今
回
の
歳
入
歳
出
の
補
正
に
伴
い
、

前
年
度
繰
越
金
を
増
額
す
る
こ
と
で

収
支
の
均
衡
を
図
り
ま
し
た
。

　
　

臨
時
営
農
支
援
事
業
の
９
３
０

万
円
の
内
容
は
。

　
　

肥
料
、
飼
料
、
農
薬
、

高
熱
水
費
等
の
高
騰
に
伴
い
、

農
業
者
の
負
担
を
軽
減
す
る

た
め
、
諸
経
費
の
一
部
を
交

付
す
る
。

　
　

申
請
方
法
は
ど
の
よ
う
に
行
う

の
か
。

　
　

申
請
の
提
出
書
類
は
、
過
去
に

記
載
し
た
税
の
申
告
書
の
写
し
を
提

出
し
て
い
た
だ
き
、
内
容
を
確
認
す

る
。
特
段
難
し
い
書
類
な
ど
は
、
内

容
確
認
し
な
が
ら
、
書
き
方
を
フ
ォ

ロ
ー
し
て
い
き
た
い
。

　
　

電
気
料
が
大
き
く
増
加
し
て
い

る
が
、
当
初
予
算
か
ら
ど
の
く
ら
い

増
加
し
て
い
る
の
か
。

　
　

庁
舎
、
改
善
セ
ン
タ
ー
に
つ
い

て
は
当
初
予
算
対
比
57
％
増
。

◎
令
和
４
年
度
中
井
町
国
民
健
康
保

険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

　

56
万
円
の
追
加

　

総
額
12
億
２
２
６
６
万
１
千
円

　

歳
出
に
つ
き
ま
し
て
は
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
に
伴

い
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

に
感
染
す
る
な
ど
し
た
被
用
者
に
対

し
て
傷
病
手
当
金
を
支
給
す
る
た
め
、

保
険
給
付
費
の
傷
病
手
当
金
を
追
加

し
、
歳
入
に
つ
き
ま
し
て
は
、
県
支

出
金
の
特
別
交
付
金
を
増
額
し
、
収

支
の
均
衡
を
図
り
ま
し
た
。

◎
令
和
４
年
度
中
井
町
下
水
道
事
業

会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

　

３
６
３
万
８
千
円
の
追
加

　

電
気
料
金
の
高
騰
に
よ
る
流
域
下

水
道
維
持
管
理
負
担
金
の
更
正
を
行

い
ま
し
た
。

◎
令
和
４
年
度
中
井
町
水
道
事
業
会

計
補
正
予
算
（
第
３
号
）

　

９
０
０
万
円
の
追
加

　

電
気
料
金
の
高
騰
に
よ
り
動
力
費

の
更
正
を
行
い
ま
し
た
。

問答

問答

問答問答

補
正
予
算
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令
和
４
年
度
中
井
町
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
３
号
）

　

３
６
４
３
万
５
千
円
の
追
加

　

総
額
43
億
１
６
１
６
万
５
千
円

　

歳
出
で
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
食
料

品
等
の
価
格
高
騰
に
よ
る
負
担
増
の

影
響
が
大
き
い
世
帯
を
支
援
す
る
取

組
と
し
て
、
電
力
・
ガ
ス
・
食
料
品

等
価
格
高
騰
緊
急
支
援
給
付
金
給
付

事
業
を
実
施
す
る
た
め
の
経
費
を
計

上
し
ま
し
た
。

　

歳
入
で
は
、
そ
れ
に
伴
う
補
助
金

を
計
上
し
ま
し
た
。

　
　

電
力
・
ガ
ス
・
食
料
品
等
価
格

高
騰
緊
急
支
援
給
付
金
の
給
付
は
い

つ
頃
か
。

　
　

シ
ス
テ
ム
改
修
を
11
月
の
早
い

う
ち
に
行
い
、
12
月
初
旬
に
対
象
者

に
通
知
を
発
送
し
、
第
１
回
目
の
支

給
に
つ
い
て
は
、
年
内
に
支
給
と
言

う
形
で
現
在
進
め
て
い
る
。

◎
中
井
町
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

一
般
職
の
給
与
改
定
に
つ
い
て
、

国
家
公
務
員
に
準
じ
た
給
与
改
定
の

条
例
改
正
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

そ
の
内
容
は
、
民
間
給
与
と
の
格

差
を
解
消
す
る
た
め
、
給
料
に
つ
い

て
は
、
若
年
層
に
重
点
を
置
き
な
が

ら
給
料
表
の
水
準
を
０
・
18
％
引
き

上
げ
る
と
と
も
に
、
勤
勉
手
当
に
つ

い
て
は
、
民
間
の
年
間
支
給
割
合
が

給
料
月
額
の
４
・
41
月
分
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
勤
勉
手
当
を
０
・
10
月
引

き
上
げ
、
年
間
支
給
割
合
を
４
・
40

月
分
と
し
ま
し
た
。
な
お
、
給
料
の

改
定
は
、
人
事
院
が
国
家
公
務
員
と

民
間
と
の
給
与
比
較
を
行
っ
た
本
年

４
月
に
遡
及
し
て
実
施
し
、
勤
勉
手

当
は
、
本
年
度
分
に
つ
い
て
は
12
月

期
で
実
施
し
ま
し
た
。

　
　

若
年
層
に
重
点
を
置
い
た
給
与

改
定
の
内
容
は
。

　
　

民
間
給
与
と
の
格
差
を
解
消
す

る
た
め
、
若
年
層
に
重
点
を
置
い
た

改
善
が
及
ぶ
よ
う
勧
告
が
行
わ
れ
て

い
る
。
具
体
的
に
は
大
卒
の
初
任
給

に
お
い
て
は
、３
０
０
０
円
、高
卒
は
、

４
０
０
０
円
の
引
き
上
げ
が
行
わ
れ

る
。
30
代
半
ば
ま
で
の
職
員
に
つ
い

て
改
定
措
置
が
行
わ
れ
る
。

◎
中
井
町
一
般
会
計
補
正
予
算

　
（
第
４
号
）

　

３
０
６
４
万
２
千
円
の
減
額

　

総
額
42
億
８
５
５
２
万
３
千
円

　

人
件
費
の
更
正
に
よ
る
歳
出
の
補

正
額
は
、
３
０
５
１
万
６
千
円
の
減

額
と
な
り
ま
し
た
。

　

そ
の
ほ
か
の
歳
出
で
は
、
民
生
費

で
、
人
件
費
の
更
正
に
伴
い
、
国
民

健
康
保
険
特
別
会
計
へ
の
繰
出
金
、

及
び
介
護
保
険
特
別
会
計
へ
の
繰
出

金
を
減
額
い
た
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
歳
入
歳
出
の
補
正
に
伴
い
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接

種
体
制
確
保
事
業
補
助
金
を
増
額
、

前
年
度
繰
越
金
を
減
額
す
る
こ
と
で

収
支
の
均
衡
を
図
り
ま
し
た
。

◎
令
和
４
年
度
中
井
町
国
民
健
康
保

険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

　

歳
出
21
万
９
千
円
の
減
額

　

総
額
12
億
２
２
１
０
万
１
千
円

　

人
件
費
の
減
額
。
一
般
会
計
繰
入

金
を
減
額
す
る
こ
と
で
収
支
の
均
衡

を
図
り
ま
し
た
。

◎
令
和
４
年
度
中
井
町
介
護
保
険
特

別
会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）

　

21
万
１
千
円
の
減
額

　

総
額
９
億
２
５
５
９
万
５
千
円

　

人
件
費
の
減
額
。
一
般
会
計
繰
入

金
を
減
額
す
る
こ
と
で
収
支
の
均
衡

を
図
り
ま
し
た
。

◎
令
和
４
年
度
中
井
町
下
水
道
事
業

会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

　

10
万
２
千
円
の
増
額

　

人
件
費
の
更
正
に
よ
る
。

◎
令
和
４
年
度
中
井
町
水
道
事
業
会

計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

　

４
９
１
万
円
の
増
額

　

人
件
費
の
更
正
に
よ
る
。

問

答

問答

第2回臨時会
11月7日

補 正 予 算　1　件

補
正
予
算

補
正
予
算

第3回臨時会
11月29日

条 例 改 正　1　件

補 正 予 算　5　件

条
例
改
正
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提
出
者

岸
　
光
男

森
　
丈
嘉

原
　
憲
三

尾
尻
孝
和

峯
尾
　
進

加
藤
久
美

審
議
結
果

議
決
日議　案　名

議　員　名

令和４年度中井町一般会計補正予算（第３号） 11/7 ○ ○ ○○ ○ ○ ○ ○ ○ ○可決

成
川
保
美

町長

多
田
　
勲

古
宮
祐
二

石
渡
正
次

審議した議案等と審議結果審議した議案等と審議結果令和４年第２回臨時会

中井町職員の給与に関する条例の一部を改正する条例 11/29 ○ ○ ○○ ○ ○ ○ ○可決町長

令和４年度中井町一般会計補正予算（第４号） 11/29 ○ ○ ○○ ○ ○ ○ ○可決町長

令和４度中井町国民健康保険特別会計補正予算（第１号） 11/29 ○ ○ ○○ ○ ○ ○ ○可決町長

○令和４年度中井町介護保険特別会計補正予算（第３号） 11/29 ○ ○ ○○ ○ ○ ○ ○可決町長

○○ ○ ○○ ○ ○ ○ ○町長 令和４年度中井町下水道事業会計補正予算（第１号） 11/29

○

○

○

○

○

○

○

○可決

○○ ○ ○○ ○ ○ ○ ○町長 令和４年度中井町水道事業会計補正予算（第２号） 11/29 ○可決

令和４年第３回臨時会

※井上泰弘議長は採決に加わりません。○は賛成、●は反対を表しています。

中井町個人情報の保護に関する法律施行条例

中井町情報公開・個人情報保護審査会条例

中井町職員の定年等に関する条例等の一部を改正する等
の条例

中井町情報公開条例の一部を改正する条例

中井町税条例の一部を改正する条例

中井町都市公園条例の一部を改正する条例

令和４年度中井町一般会計補正予算（第５号）

令和４年度中井町国民健康保険特別会計補正予算
（第２号）

令和４年度中井町下水道事業会計補正予算（第２号）

令和４年度中井町水道事業会計補正予算（第３号）

12/12 ○ ○ ○○ ● ● ○ ○可決町長

12/12 ○ ○ ○○ ● ● ○ ○可決町長

12/12 ○ ○ ○○ ○ ○ ○ ○可決町長

○12/12 ○ ○ ○○ ● ● ○ ○可決町長

○

12/12

○ ○ ○○ ○ ○ ○ ○

可決

町長

○町長

12/12

○ ○ ○○ ○ ○ ○ ○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

12/12 可決 ○町長 ○ ○ ○○ ○ ○ ○ ○ ○

12/12 可決

可決

○町長 ○ ○ ○○ ○ ○ ○ ○ ○

12/12 ○町長 ○ ○ ○○ ○ ○ ○ ○ ○

12/12 可決 ○町長 ○ ○ ○○ ○ ○ ○ ○ ○

可決

令和４年第４回定例会
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成 川 保 美 議員

　
「
ひ
と
助
け
は
ま
ち
づ
く
り
、
暮

ら
す
人
の
幸
福
が
一
番
」「
１
０
０

％
中
井
町
の
真
価
を
、
こ
の
国
と
世

界
に
位
置
つ
け
る
」「
公
僕
（
パ
ブ

リ
ッ
ク
サ
ー
バ
ン
ト
）
を
貫
く
」
と

３
つ
の
約
束
で
、
町
民
か
ら
沢
山
の

支
持
を
得
て
町
長
に
当
選
さ
れ
た
。

町
民
か
ら
の
一
票
一
票
に
は
そ
れ
ぞ

れ
の
思
い
が
託
さ
れ
て
い
る
。
限
り

あ
る
財
源
の
中
で
ど
の
よ
う
に
応
え
、

具
体
的
に
ど
の
よ
う
に
実
施
さ
れ
、

好
循
環
の
ま
ち
づ
く
り
に
す
る
の
か

を
問
う
。

　　
　

中
井
の
真
価
１
０
０
％
を
ど
の

よ
う
に
見
い
だ
す
の
か
。

　
　

中
井
の
真
価
は
国
内
レ
ベ
ル
で

も
位
置
付
け
て
い
な
い
。
現
在
色
々

な
形
で
の
取
り
組
み
を
考
え
て
い
る
。

農
業
、
生
物
多
様
性
、
そ
の
維
持
保

全
を
中
心
に
取
り
組
ん
で
い
く
。
皆

様
と
共
に
中
井
の
真
価
を
見
だ
し
て

い
く
の
が
重
要
。

　　
　

ど
の
よ
う
に
し
て
世
界
に
位
置

付
け
る
の
か
。

　
　

グ
ロ
ー
バ
ル
な
捉
え
方
を
し
な

が
ら
、
日
本
が
足
り
な
い
部
分
、
日

本
が
出
来
る
部
分
を
明
確
に
し
、
そ

の
中
で
世
界
水
準
に
近
づ
い
て
い
く
。

世
界
に
位
置
付
け
ら
れ
る
中
井
を
目

指
し
て
い
き
た
い
。

　　
　

一
石
二
、
三
鳥
の
施
策
に
取
り

組
む
の
に
、
職
員
た
ち
の
指
導
は
。

　
　

民
間
に
出
す
と
か
研
修
を
受
け

る
で
は
解
決
し
な
い
。
町
民
に
直
に

接
し
、
答
え
、
そ
の
く
り
返
し
を
通

し
て
自
分
た
ち
が
変
わ
っ
て
い
く
。

　

そ
の
姿
勢
を
明
確
に
持
っ
て
貰
う
。

　　
　

予
約
な
し
で
オ
ン
デ
マ
ン
ド
バ

ス
に
乗
れ
る
買
い
物
便
と
は
。

　
　

地
域
の
皆
様
で
、
乗
り
合
い
を

利
用
す
る
グ
ル
ー
プ
づ
く
り
の
支
援

に
取
り
組
む
。
利
用
者
各
々
が
予
約

す
る
こ
と
な
く
オ
ン
デ
マ
ン
ド
バ
ス

を
利
用
で
き
る
仕
組
み
づ
く
り
を
行

う
。

　　
　

予
約
す
る
事
自
体
が
大
変
と
の

意
見
が
あ
っ
た
。
町
民
側
の
立
場
に

立
っ
て
の
考
え
で
は
な
い
の
で
は
。

　
　

巡
回
は
、
計
画
の
中
に
盛
り
込

ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
乗
り
合
い

を
生
じ
な
が
ら
定
期
便
を
出
し
て
い

く
。

　　
　

買
い
物
便
は
高
齢
者
支
援
策
と

な
っ
て
い
る
が
、
全
町
民
を
対
象
に

し
た
買
い
物
難
民
を
、
予
約
な
し
で

乗
れ
る
様
に
し
て
い
た
だ
き
た
い
が
。

　
　

高
齢
者
施
策
と
し
て
い
る
が
、

誰
に
で
も
開
か
れ
て
い
る
。

　　
　

改
善
セ
ン
タ
ー
を
既
存
の
場
所

で
更
新
す
る
考
え
と
は
。

　
　

５
年
度
中
に
検
討
体
制
の
見
直

し
や
建
設
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
立
て
る
。

　　
　

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
形
式
で
声
を

聴
く
と
の
事
だ
が
人
選
や
期
間
は
。

　
　

具
体
的
人
選
、
規
模
は
今
後
検

討
。

　　
　

人
口
増
加
策
と
し
て
、
住
み
心

地
を
他
市
町
村
と
比
較
し
、
中
井
の

幸
福
度
の
見
え
る
化
と
は
。

　
　

デ
ジ
タ
ル
田
園
都
市
構
想
の
中

で
、
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
指
標
が
あ

る
。
そ
れ
ら
を
通
し
な
が
ら
見
え
る

化
を
す
る
作
業
に
取
り
組
む
。

　　
　

四
年
間
で
形
に
す
る
里
都
ま
ち

ト
イ
レ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
は
。

　
　

他
市
町
の
公
園
等
の
公
共
施
設

の
ト
イ
レ
が
非
常
に
き
れ
い
に
な
っ
て

い
る
。中
井
町
に
も
広
げ
て
い
き
た
い
。

　
　

町
役
場
か
ら
始
め
る
ジ
ェ
ン

ダ
ー
ギ
ャ
ッ
プ
解
消
の
一
つ
の
手
法

と
し
て
、
ク
ォ
ー
タ
ー
制
度
の
導
入

を
提
案
す
る
が
。

　
　

先
進
地
域
で
は
、
ク
ォ
ー
タ
ー

制
度
を
導
入
し
て
、
男
女
共
同
参
画

が
行
わ
れ
て
い
る
の
は
理
解
し
て
い

る
。
よ
り
自
発
的
な
取
り
組
み
を
大

事
に
し
た
い
。
ま
だ
、
見
え
る
化
さ

れ
て
い
な
い
ジ
ェ
ン
ダ
ー
ギ
ャ
ッ
プ

を
意
識
し
な
が
ら
、
そ
の
男
女
の
差

が
な
く
、
働
く
気
持
ち
を
受
け
止
め

て
い
け
る
組
織
に
し
て
い
き
た
い
。

町 長

一 般 質 問

新町長に今後の
　　　　まちづくりを問う
新町長に今後の
　　　　まちづくりを問う

問答問答

問答問答問答問

答問答問答問答問答

問答

暮らす人の幸福が一番のまちづくり町 長

※

ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
指
標
と
は

肉
体
的
に
も
、
精
神
的
に
も
、
社
会

的
に
も
「
全
て
が
満
た
さ
れ
た
状
態
」

の
幸
福
の
意
味

※

コンパクトシティのまちづくりを

質問者本人の原稿を尊重し、編集しています。

－ 6 －令和　５年２月１日発行



古 宮 祐 二 議員

　
　

通
学
路
交
通
安
全
推
進
会
議

は
、
松
田
警
察
署
、
県
西
土
木
事

務
所
も
か
か
わ
っ
て
い
る
が
、
７

年
間
で
９
件
し
か
要
望
が
な
い
の

か
。

　
　

中
学
校
に
お
い
て
は
先
生
方

が
主
体
に
な
っ
て
、
徒
歩
、
ま
た

は
車
等
で
走
っ
た
中
で
、
危
険
箇

所
を
報
告
し
て
い
る
。

　
　

ト
ン
ネ
ル
内
に
ガ
ー
ド
レ
ー

ル
を
設
置
す
る
案
は
。

　
　

通
学
路
交
通
安
全
プ
ロ
グ
ラ

ム
の
中
で
、
問
題
を
共
有
し
て
対

応
し
て
い
く
。

　
　

道
路
が
非
常
に
暗
い
と
い
う
話

も
聞
い
た
が
。

　
　

照
明
が
暗
い
と
い
う
こ
と
で
対

策
を
講
じ
て
ほ
し
い
と
い
う
報
告
は

受
け
て
な
い
。

　
　

バ
ス
の
遅
延
の
是
正
や
時
刻
の

変
更
を
バ
ス
会
社
に
申
し
出
た
か
。

　
　

過
去
に
、
本
数
が
少
な
い
と
か
、

時
間
帯
の
件
で
交
通
事
業
者
の
ほ
う

に
要
望
と
い
う
経
緯
は
あ
る
。

　
　

朝
だ
け
で
も
ス
ク
ー
ル
バ
ス
を

出
す
よ
う
な
考
え
は
。

　
　

６
㎞
以
上
で
な
い
と
、
国
の
補

助
金
も
有
効
的
に
活
用
で
き
な
い
と

い
う
実
態
が
あ
る
の
で
、
現
段
階
で

は
計
画
は
な
い
。

　
　

各
家
庭
の
判
断
に
お
い
て
通
学

時
に
車
に
よ
る
送
迎
が
日
常
的
に
行

わ
れ
て
い
る
こ
と
に
対
す
る
教
育
長

の
所
見
は
。

　
　

学
校
は
家
庭
の
理
解
を
得
な
が

ら
、
中
学
生
の
通
学
に
お
け
る
安
全

が
確
保
さ
れ
て
い
る
と
考
え
て
い
る
。

　
　

子
ど
も
が
小
学
校
の
と
き
は
、

信
号
は
青
で
進
め
、
赤
で
止
ま
れ
と

繰
り
返
し
教
育
し
て
い
た

保
護
者
が
、
そ
の
子
ど
も

を
隣
へ
乗
せ
て
赤
で
曲
が

ら
ざ
る
を
得
な
い
。
こ
れ

が
現
実
。
信
号
機
を
時
差

式
信
号
機
や
矢
印
信
号
機

に
変
え
る
要
望
は
。

　
　

子
ど
も
た
ち
の
送
り

に
関
し
て
は
朝
、
特
段
問

題
は
な
い
と
認
識
さ
れ
て

い
る
の
で
、
こ
れ
ま
で
学

校
か
ら
も
要
望
が
上
が
っ

て
こ
な
か
っ
た
。

　
　

自
転
車
通
学
は
な
ぜ
許
可
さ
れ

な
い
の
か
。

　
　

通
学
路
に
高
低
差
や
カ
ー
ブ
が

多
い
な
ど
の
地
理
的
な
条
件
や
、
朝

の
通
学
時
の
道
路
事
情
な
ど
を
総
合

的
に
勘
案
す
る
と
、
自
転
車
通
学
者

の
安
全
を
確
保
す
る
こ
と
は
、
極
め

て
難
し
い
状
況
に
あ
る
。

　
　

危
な
い
道
と
い
う
の
で
あ
れ
ば
、

中
学
生
だ
け
で
な
く
高
齢
者
も
、
誰

も
が
安
全
に
自
転
車
通
行
で
き
る
よ

う
な
、
そ
ん
な
ま
ち
づ
く
り
を
し
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
う
が
。

　
　

一
般
の
方
の
安
全
確
保
に
つ
い

て
は
、
教
育
委
員
会
で
は
、
言
及
で

き
な
い
。

　
　

バ
ス
停
ま
で
は
自
転
車
で
来
て

バ
ス
で
通
学
。
い
わ
ゆ
る
サ
イ
ク

ル
・
ア
ン
ド
・
ラ
イ
ド
（
自
転
車
と

乗
り
物
）
と
し
て
利
用
す
る
案
は
。

　
　

義
務
教
育
の
組
織
の
中
で
そ
れ

を
認
め
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
は
難
し

い
。

　
　

昨
今
の
健
康
志
向
や
ゼ
ロ
カ
ー

ボ
ン
に
よ
り
、
自
転
車
利
用
の
ニ
ー

ズ
が
一
段
と
高
ま
っ
て
い
る
。
自
転

車
の
駅
で
あ
る
中
井
中
央
公
園
、
こ

の
辺
の
道
路
に
自
転
車
専
用
通
行
帯

や
自
転
車
走
行
指
導
帯
等
を
つ
く
る

予
定
は
。

　
　

所
轄
等
と
も
話
を
し
て
、
で
き

る
と
こ
ろ
か
ら
取
り
組
ん
で
い
く
。

　
　

町
長
の
中
井
中
学
校
の
通
学
に

対
す
る
見
解
は
。

　
　

自
転
車
通
学
の
危
険
度
、
そ
の

事
実
は
変
わ
ら
な
い
。
町
の
方
向
性

と
し
て
は
現
状
が
適
切
だ
と
思
っ
て

い
る
。
送
迎
者
の
身
に
す
れ
ば
、
入

学
か
ら
卒
業
ま
で
、
関
わ
ら
な
け
れ

ば
い
け
な
い
点
に
つ
い
て
の
問
題
意

識
は
常
に
持
っ
て
い
る
。

中学校通学の現状と課題中学校通学の現状と課題

問答問答問答問答問

問 答 問 答

答

答問答

問答問答問

問

答

自転車通学の危険度を考え現状が適切町 長

朝の通学風景

一 般 質 問

会議録検索システムで閲覧できます。中井町ホームページ＞中井町議会＞会議録検索
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峯 尾 　 進 議員

　

本
町
の
公
共
施
設
に
つ
い
て
は
、

現
在
の
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
が

多
年
経
過
に
伴
い
、
新
し
い
施
設
の

整
備
に
向
け
、
平
成
21
年
度
よ
り
、

準
備
委
員
会
等
で
協
議
が
進
め
ら
れ
、

他
の
候
補
地
の
選
定
や
建
て
替
え
な

ど
様
々
な
検
討
が
さ
れ
て
き
た
が
、

財
政
的
な
問
題
か
ら
一
時
延
期
の
方

向
で
現
在
に
至
る
。
こ
こ
で
戸
村
町

長
に
お
い
て
施
設
は
現
在
地
に
と
ど

め
、
機
能
強
化
に
て
更
新
の
方
向
を

打
ち
出
し
て
い
る
。
公
共
施
設
長
寿

命
化
計
画
と
の
整
合
性
を
保
ち
な
が

ら
そ
の
方
向
と
課
題
を
問
う
。

　
　

農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
の
更

新
の
概
要
と
課
題
点
は
。

　
　

今
後
の
財
政
へ
の
影
響
も
勘
案

し
、
既
存
の
場
所
に
建
て
替
え
る
こ

と
と
し
た
。
財
源
の
確
保
に
は
、
公

共
施
設
建
設
準
備
積
立
基
金
や
起
債

等
の
活
用
を
考
え
て
い
る
。

　
　

今
ま
で
13
年
以
上
役
場
庁
内
や

建
設
準
備
委
員
会
で
の
議
論
や
経
緯

を
、
町
長
自
身
は
ど
の
よ
う
に
捉
え

て
い
る
の
か
。　

　

中
村
川
西
側
の

プ
ラ
ン
や
、
役
場
駐

車
場
の
検
討
の
経
緯

も
あ
り
、
30
億
円
近

く
費
用
が
か
か
り
断

念
し
た
と
理
解
し
て

い
る
。
こ
こ
で
の
支

出
は
可
能
な
限
り
抑

え
る
べ
き
と
考
え
て
、

以
前
に
計
画
さ
れ
て

い
た
場
所
で
の
更
新

を
選
択
し
、
公
約
と

し
た
。

　
　

現
在
地
に
建
て

直
す
こ
と
は
、
手
狭

に
至
る
課
題
と
し
て

何
度
も
行
政
側
か
ら
返
事
を
い
た
だ

い
て
い
る
。
町
民
の
皆
様
に
お
示
し

す
る
た
め
に
、
ど
の
よ
う
な
施
設
で
、

ど
の
位
の
お
金
と
工
期
な
ど
、
網
羅

し
た
も
の
に
し
て
い
た
だ
き
た
い
が
。

　
　

施
設
更
新
は
少
子
高
齢
化
の
進

展
と
、
人
口
減
少
に
よ
る
利
用
も
勘

案
し
て
最
適
化
を
図
り
、
ま
た
、
こ

の
地
域
は
、
調
整
区
域
と
い
う
課
題

も
あ
り
、
具
体
的
な
も
の
を
示
す
前

段
階
で
し
っ
か
り
準
備
し
て
、
裏
づ

け
の
財
源
を
含
め
て
、
皆
様
と
の
対

話
に
向
か
っ
て
い
こ
う
と
思
っ
て
い

る
。

　
　

ラ
ン
ド
マ
ー
ク
と
い
う
象
徴
的

な
建
物
、
町
民
の
利
便
性
と
に
ぎ
わ

い
の
２
つ
は
求
め
ら
れ
る
と
思
う
が
、

ど
の
よ
う
な
考
え
か
。

　
　

文
化
的
な
意
味
、
あ
る
い
は
生

涯
学
習
的
な
意
味
合
い
の
に
ぎ
わ
い

と
し
た
い
。
象
徴
的
な
イ
メ
ー
ジ
を

持
っ
た
も
の
と
し
て
、
配
慮
し
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
る
。
最
近
は
特

徴
を
持
っ
た
生
涯
学
習
施
設
、
あ
る

い
は
施
設
等
が
人
を
呼
ん
で
い
る
事

例
も
あ
る
。
可
能
な
限
り
皆
さ
ん
の

ビ
ジ
ョ
ン
に
近
づ
い
て
い
こ
う
と

思
っ
て
い
る
。

　
　

確
か
に
安
く
済
ん
で
、
町
民
が

納
得
す
る
も
の
が
ベ
タ
ー
で
す
が
、

課
題
を
一
つ
ひ
と
つ
、
町
民
の
皆
さ

ん
に
、
網
羅
し
た
も
の
を
た
た
き
台

と
し
て
出
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
ど
の
部
分
か
ら

始
め
て
取
り
か
か
る
の
か
。
建
て
替

え
あ
り
き
で
始
め
る
の
か
。
そ
れ
と

も
、
も
う
一
度
検
討
委
員
会
か
ら
中

井
町
の
文
化
施
設
が
ど
の
よ
う
に
あ

る
べ
き
か
。
町
長
の
考
え
は
。

　
　

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
位
置
づ
け

に
つ
い
て
は
、
問
題
を
絞
り
、
ど
う

い
う
条
件
の
中
で
何
の
ポ
イ
ン
ト
に

つ
い
て
詰
め
て
い
た
だ
く
か
、
明
ら

か
に
し
て
取
り
組
み
た
い
と
思
っ
て

い
る
。
少
し
猶
予
を
い
た
だ
き
な
が

ら
土
台
に
な
る
部
分
を
し
っ
か
り
作

っ
て
い
く
の
が
、
令
和
５
年
の
取
り

組
み
で
す
。
そ
の
中
に
お
い
て
、
こ

れ
ま
で
の
検
討
主
体
に
お
い
て
は
、

生
涯
学
習
施
設
の
専
門
家
、
あ
る
い

は
図
書
館
に
長
け
た
方
、
そ
う
い
う

有
識
者
の
参
画
が
な
か
っ
た
の
も
事

実
で
す
。
再
度
構
築
し
な
が
ら
、
既

存
の
形
で
な
く
、
有
識
者
を
交
え
て

の
、
仕
組
み
づ
く
り
に
な
る
と
思
っ

て
い
る
。
こ
れ
も
改
め
て
庁
内
で
詰

め
さ
せ
て
い
た
だ
き
な
が
ら
報
告
さ

せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

町 長

一 般 質 問

農村環境改善センターの更新は農村環境改善センターの更新は

問答問

答問

答問答

問答

既存の場所に建て替えで検討を進める町 長

機能充実で更新が待たれる、農村環境改善センター

質問者本人の原稿を尊重し、編集しています。
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多 田 　 勲 議員

　

町
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
対
策
に
つ
い
て
、
現
在
の
状
況
と

今
後
の
見
通
し
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　
　

マ
ス
ク
社
会
の
効
用
や
弊
害
の

認
識
と
今
後
の
着
用
の
考
え
は
。

　
　

マ
ス
ク
の
着
用
は
ウ
イ
ル
ス
の

吸
入
を
７
割
以
上
抑
え
る
研
究
結
果

が
報
告
さ
れ
て
い
る
。
一
方
、
頭
痛
、

皮
膚
炎
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の

低
下
も
認
識
し
て
い
る
。
脱
マ
ス
ク

の
推
奨
は
慎
重
を
期
し
て
い
く
。

　
　

学
校
の
マ
ス
ク
着
用
の
あ
る
べ

き
指
導
に
つ
い
て
、
見
解
を
伺
う
。

　
　

文
部
科
学
省
の
示
す
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
等
に
沿
っ
て
対
応
し
て
い
る
。

状
況
を
見
な
が
ら
判
断
と
な
る
が
、

マ
ス
ク
の
着
用
、
不
要
の
場
面
等
の

指
導
を
徹
底
し
て
い
き
た
い
。

　
　

現
在
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
状
況
と

第
８
波
に
向
け
た
課
題
と
対
策
は
。

　
　

町
の
接
種
状
況
は
４
回
目
の
接

種
で
60
歳
以
上
が
82
・
７
％
、
３
回

目
の
接
種
で
12
歳
以
上
が
78・４
％
。

課
題
は
コ
ロ
ナ
と
イ
ン
フ
ル
の
同
時

流
行
の
可
能
性
が
あ
る
た
め
、
重
症

化
リ
ス
ク
が
高
い
方
は
発
熱
外
来
受

診
、
重
症
化
リ
ス
ク
が
低
い
方
は
抗

原
キ
ッ
ト
検
査
を
呼
び
か
け
て
い
る
。

　
　

１
回
目
と
２
回
目
の
初
回
接
種

を
し
て
な
い
と
、
新
し
く
出
て
き
た

ワ
ク
チ
ン
を
打
て
な
い
こ
と
が
考
え

ら
れ
る
。
未
接
種
者
へ
の
案
内
は
。

　
　

町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
周
知

を
図
っ
て
い
る
が
、
県
等
の
大
規
模

接
種
、
平
日
や
休
日
接
種
等
を
案
内

し
、
年
内
に
早
い
期
間
で
打
っ
て
い

た
だ
く
よ
う
呼
び
か
け
て
い
く
。

　
　

全
数
把
握
見
直
し
で
、
中
井
町

内
の
感
染
者
数
を
把
握
で
き
な
く

な
っ
た
。
町
民
は
感
染
者
数
を
知
り

た
が
っ
て
い
る
が
、
ど
の
よ
う
に
応

え
て
い
く
か
。

　
　

全
数
把
握
で
は
な
く
て
、
き
め

細
や
か
な
動
向
を
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
で
周
知

し
て
い
け
れ
ば
と
考
え
て
い
る
。

　
　

イ
ン
フ
ル
と
コ
ロ
ナ
の
同
時
流

行
を
防
ぐ
た
め
、
ど
の
よ
う
に
イ
ン

フ
ル
ワ
ク
チ
ン
の
推
奨
を
進
め
る
か
。

　
　

集
団
接
種
会
場
で
の
啓
発
や
医

療
機
関
や
町
内
の
薬
局
等
に

協
力
を
呼
び
か
け
、
情
報
が

必
要
な
方
に
届
く
よ
う
周
知

啓
発
に
努
め
て
い
く
。

　
　

コ
ロ
ナ
後
遺
症
の
実
態

把
握
と
相
談
体
制
の
必
要
性

は
。

　
　

陽
性
者
情
報
を
一
元
管

理
す
る
県
（
保
健
所
）
の
役

割
と
認
識
し
て
い
る
。
町
は
、

か
か
り
つ
け
医
や
対
応
医
療
機
関
、

オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
を
含
め
た
相
談
・

受
診
を
検
討
す
る
よ
う
案
内
に
努
め

て
い
る
。

　
　

コ
ロ
ナ
後
遺
症
患
者
の
治
療
費

は
自
己
負
担
と
さ
れ
て
い
る
が
、
経

済
的
な
支
援
が
必
要
で
は
。

　
　

ワ
ク
チ
ン
接
種
後
の
健
康
被
害

や
因
果
関
係
等
は
、
健
康
被
害
救
済

制
度
が
あ
り
、
そ
の
中
で
対
応
し
て

い
く
べ
き
も
の
で
あ
り
、
町
の
経
済

的
な
支
援
体
制
の
考
え
は
な
い
。

　
　

現
状
で
は
オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
が

進
ん
で
い
な
い
が
、
受
診
す
る
病
院

が
少
な
い
こ
と
等
の
課
題
に
対
し
て

ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
く
か
。

　
　

ま
ず
は
情
報
提
供
を
し
っ
か
り

行
っ
て
い
く
。
端
末
等
の
課
題
は
、

町
の
Ｄ
Ｘ
の
取
り
組
み
の
中
で
、
オ

ン
ラ
イ
ン
診
療
に
つ
な
げ
て
い
く
。

　
　

コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
時
の
役
場
業

務
機
能
維
持
の
取
り
組
み
は
。

　
　

非
常
時
優
先
業
務
は
代
替
職
員

が
速
や
か
に
対
応
で
き
る
よ
う
マ
ニ

ュ
ア
ル
作
成
を
行
っ
て
い
る
。

　
　

町
長
の
公
約
の
「
新
た
な
感
染

症
に
備
え
た
ま
ち
づ
く
り
」
と
は
。

　
　

公
共
施
設
に
関
し
て
は
、
換
気

が
一
番
大
事
で
あ
り
、
換
気
シ
ス
テ

ム
や
空
調
で
感
染
症
を
防
ぐ
取
り
組

み
を
行
い
、
避
難
所
に
も
適
用
し
た

い
。

第８波に向けた
　　　コロナ感染症の対策は
第８波に向けた
　　　コロナ感染症の対策は

問答問答問答

問答問

問答

問答

問答 答

問答問答問答

情報提供の体制は整えていきたい町 長

一 般 質 問
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加 藤 久 美 議員

　

誰
も
が
健
康
で
暮
ら
せ
る
よ

う
、
定
期
的
な
健
康
診
断
な
ど
、

町
に
は
様
々
な
仕
組
み
が
設
け

ら
れ
て
い
ま
す
。
自
身
の
健
康

状
態
を
確
認
す
る
こ
と
は
、
将

来
の
病
気
を
予
防
す
る
上
で
と

て
も
重
要
で
す
。
病
気
な
ど
早

期
発
見
に
よ
り
、
身
体
、
お
金
、

家
族
の
負
担
が
小
さ
く
な
り
ま

す
。
特
に
子
ど
も
は
自
ら
症
状

を
訴
え
に
く
く
、
先
天
性
で
あ

る
場
合
は
病
気
に
気
付
き
に
く

い
こ
と
も
あ
る
の
で
、
多
様
な

検
査
を
早
期
に
行
う
こ
と
が
大

切
で
す
。

　
　

視
覚
異
常
の
早
期
発
見
の
た
め
、

３
歳
児
健
診
に
「
屈
折
検
査
」
学
童

期
の
「
色
覚
検
査
」
導
入
の
見
解
は
。

　
　

来
年
度
よ
り
３
歳
児
検
診
に
屈

折
検
査
を
実
施
。
希
望
者
へ
色
覚
検

査
や
指
導
を
行
う
。

　
　

学
校
保
健
安
全
法
に
位
置
付
け

ら
れ
る
検
査
の
結
果
は
確
実
に
医
療

に
繋
げ
ら
れ
て
い
る
の
か
。

　
　

受
診
結
果
も
保
護
者
へ
情
報
提

供
を
お
願
い
し
、
教
育
委
員
会
と
学

校
の
連
携
で
適
切
に
対
応
。

　
　

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
関

連
し
、
子
ど
も
の
健
康
課
題
に
つ
い

て
は
。

　
　

制
限
し
て
い
た
児
童
・
生
徒
の

教
育
活
動
を
徐
々
に
元
に
戻
す
取
り

組
み
や
、
保
護
者
に
対
し
て
子
ど
も

達
の
生
活
改
善
を
促
す
啓
発
を
行
う
。

　

町
長
は
い
く
つ
も
の
選
挙
公
約
を

掲
げ
、
町
民
の
支
持
を
得
て
町
長
と

な
っ
た
が
、
こ
れ
か
ら
の
町
政
を
ど

の
よ
う
に
進
め
て
い
く
考
え
な
の
か
。

　
　

町
長
が
唱
え
る
「
幸
福
」
を
行

政
と
し
て
ど
の
よ
う
に
実
現
す
る
の

か
。

　
　

や
り
が
い
と
喜
び
、
助
け
合
い

の
地
域
づ
く
り
を
支
援
す
る
こ
と
が
、

町
に
暮
ら
す
人
の
幸
福
に
つ
な
が
る
。

　
　

内
閣
府
は
満
足
度
、
生
活
の
質

に
関
す
る
調
査
報
告
書
を
出
し
て
い

る
。
生
活
満
足
度
な
ど
詳
細
を
サ
ン

プ
リ
ン
グ
し
た
も
の
は
、
言
わ
ば
、

自
治
体
の
成
績
表
の
よ
う
な
も
の
。

町
で
も
調
査
を
実
施
す
る
考
え
は
。

　
　

世
の
中
の
動
き
に
の
せ
て
い
く

こ
と
は
あ
る
と
思
う
。
中
井
の
幸
福

の
見
え
る
化
は
図
っ
て
い
き
た
い
。

　
　

高
校
卒
業
ま
で
と
し
た
医
療
費

の
無
償
化
と
高
校
生
教
科
書
代
補
助

は
い
つ
か
ら
取
り
組
む
の
か
。

　
　

高
校
卒
業
ま
で
の
医
療
費
無
償

化
は
、
令
和
５
年
７
月
か
ら
実
施
。

　

高
校
生
教
科
書
代
補
助
は
、
令
和

５
年
度
に
制
度
設
計
し
、
令
和
６
年

度
か
ら
実
施
で
き
る
よ
う
教
育
委
員

会
と
調
整
を
行
う
。

　
　

外
国
籍
児
童
生
徒
支
援
内
容
は
。

　
　

各
学
校
へ
翻
訳
機
の
配
置
や
民

間
企
業
の
協
力
を
得
て
、
実
態
に
あ

わ
せ
た
支
援
・
指
導
の
充
実
を
図
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
教
育
委
員
会
と

検
討
、
調
整
を
行
う
。

　
　

「
仕
事
と
家
庭
で
活
躍
す
る
女

性
へ
の
理
解
と
支
援
に
つ
い
て
」
と

は
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
事
な
の
か
。

　
　

家
庭
で
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
ギ
ャ
ッ

プ
の
解
消
に
向
け
、
子
育
て
世
代
を

タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
啓
発
等
を
行
っ
て
い

き
た
い
。
女
性
の
支
援
に
つ
い
て
は
、

人
口
増
加
策
の
基
盤
と
な
る
重
要
な

ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
若
い

世
代
か
ら
中
高
年
ま
で
、
そ
れ
ぞ
れ

の
世
代
に
即
し
た
支
援
策
を
検
討
。

　
　

給
食
セ
ン
タ
ー
は
ま
ず
耐
震
化

と
の
こ
と
だ
が
、
そ
の
理
由
と
将
来

的
な
構
想
は
。

　
　

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
の
耐
震
診

断
結
果
を
踏
ま
え
、
耐
震
化
補
強
工

事
等
の
対
応
を
行
う
。

　
　

学
校
の
統
廃
合
も
含
め
た
今
後

の
計
画
を
町
長
は
ど
う
考
え
る
の
か
。

　
　

統
廃
合
、
建
物
、
公
共
施
設
あ

り
き
で
は
な
く
、
ど
う
教
育
環
境
を

提
供
で
き
る
か
大
前
提
と
し
考
え
る
。

他１問

町 長

一 般 質 問

子どもの健康を大切にする
　　　　　町づくりとは
子どもの健康を大切にする
　　　　　町づくりとは

問答

問答問答

問答問答問答問答

問答問答問答

戸
村
町
長
の

　
　

選
挙
公
約
を
問
う

学校と家庭が一丸となり守ることが大切町 長

2020年度学校健診後治療調査の要受診率・未受診率
2020年調査 2018年調査

要受診率

31.1% 62.3% 32.0% 57.0%歯　　科

4.6% 55.4% 5.1% 47.6%眼　　科

36.9% 58.3% 33.3% 56.3%視力検査

13.5% 57.4% 15.7% 50.8%耳 鼻 科

1.4% 41.2% 1.1% 35.0%聴力検査

3.7% 53.6% 3.6% 50.5%内　　科

未受診率 要受診率 未受診率

※全国保険医団体連合会調査

質問者本人の原稿を尊重し、編集しています。
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石 渡 正 次 議員

　

宮
原
地
区
の
土
地
区
画
整
理
事
業

と
土
地
改
良
事
業
は
１
年
間
の
停
滞

を
余
儀
な
く
さ
れ
て
き
て
い
る
。
し

か
し
、
事
業
は
ど
の
よ
う
に
進
ん
で

い
る
の
か
、
不
利
益
と
な
る
よ
う
な

事
態
が
起
き
よ
う
と
し
て
い
な
い
か

等
、
住
民
は
不
安
が
脳
裏
か
ら
離
れ

る
こ
と
は
な
い
。

　
　

人
助
け
は
町
づ
く
り
、
暮
ら
し

と
子
育
て
の
超
穴
場…

な
ど
、
様
々

な
こ
と
を
語
っ
て
い
る
が
、
町
長
は

ど
の
よ
う
な
姿
勢
で
こ
の
事
業
に
関

わ
っ
て
い
く
考
え
か
。

　
　

工
事
の
進
捗
状
況
が
、
町
民

の
方
に
ど
の
よ
う
に
伝
わ
っ
て
い

る
の
か
、
ど
の
よ
う
な
思
い
を

持
っ
て
い
る
の
か
見
聞
す
る
こ
と

が
で
き
た
の
で
、
そ
れ
を
土
台
に

し
て
、
町
民
の
方
の
懸
念
や
指
摘

さ
れ
た
部
分
に
応
え
て
い
け
る
と

思
っ
て
い
る
。

　
　

事
業
が
終
了
し
た
後
、
金
銭

面
や
土
地
の
活
用
等
で
ど
の
よ
う

な
目
論
見
を
し
て
い
る
か
。

　
　

造
成
が
終
わ
っ
て
す
ぐ
、
企

業
等
が
張
り
付
く
計
画
が
一
番
い

い
が
、
現
在
、
企
業
誘
致
活
動
も

併
せ
て
行
っ
て
い
る
。
担
保
は
ま
だ

取
れ
て
い
な
い
。
た
だ
、
事
業
認
可

が
取
れ
た
段
階
で
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

が
組
め
る
の
で
、
進
出
企
業
も
あ
る

程
度
の
目
途
が
立
っ
て
く
る
こ
と
に

な
る
。

　
　

町
民
が
二
つ
の
事
業
で
計
画
変

更
を
申
し
出
た
場
合
、
中
途
で
の
計

画
変
更
は
可
能
か
。

　
　

軽
微
な
も
の
で
あ
れ
ば
、
組
合

の
中
で
了
解
を
い
た
だ
き
で
き
る
と

思
う
が
、
基
本
的
に
は
変
更
は
難
し

い
。

　
　

町
は
指
導
助
言
を
す
る
立
場
に

あ
る
。
あ
る
程
度
の
想
定
を
し
、
腹

案
を
持
っ
て
い
る
こ
と
が
大
切
で
、

何
か
出
て
き
て
、
そ
れ
か
ら
考
え
る

と
い
う
の
は
遅
れ
て
い
る
の
で
は
。

　
　

組
合
が
作
っ
た
も
の
を
町
が
報

告
を
受
け
る
だ
け
と
い
う
こ
と
は
な

く
、
町
も
し
っ
か
り
と
確
認
し
て
い

る
。
町
民
の
方
か
ら
の
課
題
や
要
望

が
あ
れ
ば
組
合
に
伝
え
、
理
解
を
得

て
進
め
る
こ
と
が
大
事
だ
と
思
う
。

相
手
任
せ
と
い
う
こ
と
は
な
く
、
一

緒
に
取
り
組
ん
で
い
く
よ
う
な
形
で

進
め
て
い
き
た
い
。

　
　

工
事
が
始
ま
る
と
、

あ
ら
ゆ
る
所
に
車
が
進
入

し
て
く
る
こ
と
は
明
ら
か
。

対
策
は
考
え
て
あ
る
の
か
。

　
　

一
般
車
両
が
町
道
認

定
し
て
い
る
道
路
を
通
る

こ
と
の
規
制
は
難
し
い
と

認
識
し
て
い
る
。
工
事
車

両
の
関
係
で
渋
滞
が
起
き

な
い
よ
う
に
工
事
の
進
め

方
を
組
合
等
に
指
導
し
、

う
ま
く
交
通
形
態
が
回
る

よ
う
に
事
務
局
と
も
相
談

し
な
が
ら
進
め
た
い
。

　
　

搬
入
に
つ
い
て
は
、
地
域
的
に

押
さ
え
て
あ
る
と
い
う
こ
と
だ
が
、

途
中
に
仲
介
業
者
が
入
る
こ
と
は
。

　
　

県
の
外
郭
団
体
を
通
し
、
関
東

周
辺
で
残
土
の
発
生
す
る
工
事
が
あ

る
か
当
た
る
。
そ
の
し
っ
か
り
と
し

た
機
関
の
外
郭
団
体
を
通
し
て
の
搬

入
と
な
る
。

　
　

個
人
や
自
治
会
か
ら
の
要
望
や

意
見
に
対
し
て
の
対
応
は
。

　
　

窓
口
１
つ
と
い
う
形
の
方
が
き

ち
ん
と
し
た
回
答
が
で
き
る
。
ま
た
、

自
治
会
等
を
通
し
て
組
合
等
に
要
望

し
て
い
た
だ
け
れ
ば
、
で
き
る
か
否

か
の
対
応
が
で
き
る
。
事
業
自
体
が

ス
ム
ー
ス
に
い
く
。

　
　

６
月
ま
で
の
最
初
の
説
明
会
は

い
つ
頃
行
う
予
定
か
。

　
　

今
年
度
末
に
事
業
認
可
を
い
た

だ
く
予
定
な
の
で
、
４
月
も
し
く
は

５
月
頃
の
地
元
説
明
会
と
い
う
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
に
な
る
。
こ
れ
か
ら
も
工

事
に
お
け
る
車
の
ル
ー
ト
の
問
題
や

懸
念
の
部
分
の
解
消
を
し
っ
か
り

や
っ
て
い
く
。

宮原地区の２事業に
　　　対する町長の見解は
宮原地区の２事業に
　　　対する町長の見解は

問答問答

問答

問答

問答

問答問答問答

安全確保、環境配慮、説明会開催を指導する町 長

工事を待つ諏訪地区

一 般 質 問

会議録検索システムで閲覧できます。中井町ホームページ＞中井町議会＞会議録検索
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原 　 憲 三 議員

　
「
応
え
る
町
政
で
中
井
が
変
わ
る
」

を
モ
ッ
ト
ー
に
数
々
の
公
約
を
掲
げ
、

当
選
さ
れ
た
こ
と
は
町
民
期
待
の
あ

ら
わ
れ
だ
と
思
い
ま
す
。
今
後
４
年

間
、ま
た
、明
る
い
中
井
町
の
将
来
に
、

町
長
の
手
腕
に
大
い
に
期
待
す
る
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

国
内
の
情
勢
に
目
を
向
け
ま
す
と

令
和
４
年
度
に
入
り
、
食
料
品
、
日

用
品
、
家
電
、
燃
料
等
、
あ
ら
ゆ
る

商
品
や
公
共
料
金
等
が
値
上
が
り
し
、

家
計
を
直
撃
し
て
い
ま
す
。

　

特
に
高
校
、
大
学
、
各
種
学
校
に

通
学
さ
れ
て
い
る
子
を
持
つ
保
護
者

に
と
り
ま
し
て
は
、
高
額
な
授
業
料

の
負
担
が
あ
り
、
家
計
へ
の
圧
迫
が

危
惧
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。
高
齢
者

や
非
課
税
世
帯
な
ど
の
支
援
も
大
切

な
こ
と
だ
と
は
思
い
ま
す
が
、
町
長

公
約
で
も
「
中
井
っ
子
は
町
民
の
宝
、

み
ん
な
で
育
て
よ
う
」
と
掲
げ
て
い

る
。
補
助
金
を
支
給
す
る
考
え
は
。

　
　

高
校
生
の
い
る
世
帯
に
１
人
当

た
り
、
月
額
１
万
円
を
支
給
す
る
。

大
学
生
の
い
る
世
帯
に
１
人
当
た
り

月
額
２
万
円
を
支
給
す
る
考
え
は
。

　
　

中
学
校
を
卒
業
し
た
あ
と
の
高

校
生
に
対
す
る
支
援
に
つ
き
ま
し
て

は
、
選
挙
公
約
で
も
あ
り
ま
す
、
高

校
生
ま
で
の
医
療
費
無
料
化
と
高
校

生
の
教
科
書
代
支
援
を
今
後
進
め
て

ま
い
り
ま
す
。
高
校
生
の
月
額
１
万

円
の
支
給
に
つ
い
て
は
実
施
の
考
え

は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

令
和
２
年
度
に
お
い
て
、
学
業
支

援
の
一
助
と
し
て
、
高
校
生
や
大
学

生
に
対
し
給
付
金
を
支
給
し
た
経
緯

は
あ
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
大
学
生
に
対
す

る
給
付
金
の
支
給
の
在
り
方
に
つ
い

て
は
、
そ
の
支
給
目
的
や
意
義
に
つ

い
て
も
十
分
熟
議
が
必
要
で
あ
る
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

　
　

財
政
調
整
基
金
は
も
と
よ
り
、

公
共
施
設
建
設
準
備
積
立
金
、
育
英

奨
学
金
、
減
債
基
金
、
文
化
基
金
、

地
域
福
祉
基
金
等
、
基
金
総
額
約
26

億
円
、
他
市
町
の
財
政
基
金
な
ど
は

総
予
算
の
５
％
〜
10
％
位
の
状
況
で

す
。
本
町
は
財
政
調
整
基
金
だ
け
で

も
17
億
３
千
万
位
で
す
が
、
現
在
、

町
民
が
ど
の
様
な
状
況
に
あ
る
か
、

町
長
は
最
も
理
解
さ
れ
て
い
る
か
と

思
い
ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
禍
で
、
財
政
調
整
基
金
を

取
り
崩
し
て
、
町
民
の
た
め
に
放
出

す
べ
き
と
思
い
ま
す
。

　

他
市
町
で
は
、
物
価
高
騰
で
対
策

を
講
じ
て
お
り
ま
す
。
応
じ
る
た
め

に
、
色
々
な
事
業
を
計
画
さ
れ
て
お

り
ま
す
。

　

町
民
は
幸
福
で
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
、
町
長
の
公
約
に
も
あ
り
ま
す

が
見
解
を
伺
い
ま
す
。

　
　

今
の
と
こ
ろ
、
国
庫
か
ら
多
額

な
コ
ロ
ナ
の
交
付
金
を
頂
い
て
い
る

部
分
、
そ
れ
を
ど
う
使
っ
て
い
く
の

か
と
い
う
の
が
こ
の
２
年
間
、
全
国

自
治
体
に
対
し
て
問
わ
れ
た
課
題
だ

っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

今
、
あ
る
積
立
金
は
、
貯
金
で
な

い
と
理
解
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
し
っ
か
り
と
用
い
て
い

く
た
め
の
財
源
だ
と
い
う
こ
と
を
改

め
て
意
識
し
て
お
り
ま
す
。

町 長

一 般 質 問

高校生と大学生を持つ
　　　保護者に教育補助金を
高校生と大学生を持つ
　　　保護者に教育補助金を

問答

問

答

大学生の給付金の在り方は十分熟議が必要町 長

質問者本人の原稿を尊重し、編集しています。
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尾 尻 孝 和 議員

　
　

戦
後
77
年
が
経
過
し
て
い
ま
す
。

日
本
は
隣
接
す
る
国
々
と
の
領
土
問

題
を
抱
え
な
が
ら
も
、
そ
の
解
決
は

戦
争
と
い
う
手
段
を
否
定
し
、
あ
く

ま
で
外
交
に
よ
っ
て
解
決
す
る
姿
勢

を
貫
い
て
き
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、

戦
争
に
よ
っ
て
他
国
の
人
を
殺
す
こ

と
も
な
く
、
自
衛
隊
員
も
戦
死
者
を

出
し
て
お
り
ま
せ
ん
。

　

と
こ
ろ
が
、
今
、
こ
の
立
場
が
大

き
く
揺
ら
ぎ
、
変
え
ら
れ
よ
う
と
し

て
い
ま
す
。

　

全
国
の
知
事
、
市
町
村
長
の
中
に

も
、
積
極
的
に
平
和
の
問
題
を
発
信

さ
れ
る
方
々
が
お
ら
れ
ま
す
。
町
長

に
考
え
が
あ
れ
ば
。

　
　

今
、
様
々
な
動
き
が
起
こ
っ
て

い
る
こ
と
を
、
私
、
本
心
と
し
て
、

憂
慮
し
て
い
ま
す
。

　

私
か
ら
提
案
し
て
い
く
も
の
の
土

台
に
平
和
主
義
が
ご
ざ
い
ま
す
。
そ

こ
に
お
い
て
、
地
方
自
治
体
の
長
と

し
て
の
、
そ
れ
は
沈
黙
で
は
な
く
て
、

ア
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
ご
提
案
し
て
い

く
施
策
に
表
れ
て
い
く
と
い
う
ふ
う

に
思
っ
て
い
た
だ
け
た
ら
幸
い
で
す
。

　
　

ど
う
せ
言
っ
た
っ
て
変
わ
ら
な

い
。
言
っ
て
も
応
え
て
く
れ
な
い
。

言
う
だ
け
無
駄
だ
。
も
し
、
町
民
が

こ
の
よ
う
に
思
っ
て
し
ま
っ
た
ら
、

行
政
運
営
は
楽
に
な
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
し
か
し
、
行
政
は
沈
滞
し
、

町
民
か
ら
か
け
離
れ
た
も
の
に
な
っ

て
し
ま
い
ま
す
。
職
員
の
誇
り
も
失

せ
て
し
ま
う
の
で
は
。

　
　

言
っ
た
っ
て
無
駄
だ
、
あ
る
い

は
、
ど
う
せ
変
わ
ら
な
い
ん
だ
と
い

う
思
い
を
、
も
し
町
民
の
方
が
抱
え

て
い
る
と
し
た
ら
、
そ
れ
は
、
私
た

ち
役
場
に
と
っ
て
不
幸
だ
と
思
っ
て

い
ま
す
。
本
当
に
そ
れ
は
申
し
訳
な

い
し
、
町
民
の
皆
様
に
失
礼
な
こ
と

だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
　

行
政
が
様
々
な
課
題
ご
と
に
、

そ
の
現
状
や
問
題
点
を
整
理
し
、
町

民
に
情
報
発
信
す
る
こ
と
。
町
民
と

行
政
が
同
じ
テ
ー
ブ
ル
で
一
緒
に
考

え
、
方
向
を
見
い
だ
し
て
い
く
。
困

難
で
も
あ
る
し
、
大
変
手
間
暇
か
か

る
こ
と
で
も
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、

そ
の
積
み
重
ね
が
、
町
民

の
望
む
中
井
町
を
つ
く
っ

て
い
く
こ
と
に
な
り
、
町

民
が
中
井
町
へ
の
誇
り
を

培
う
こ
と
に
も
つ
な
が
っ

て
い
く
。
人
口
９
０
０
０

の
小
さ
な
町
だ
か
ら
こ
そ
、

そ
の
可
能
性
、
大
き
い
の

で
は
。

　
　

情
報
公
開
で
あ
る
と

か
、
あ
る
い
は
情
報
共
有

で
あ
る
と
か
、
そ
う
い
っ

た
と
こ
ろ
に
は
、
や
は
り

積
極
的
な
取
り
組
み
を
し

て
い
き
た
い
。

　

ま
ず
は
、
迅
速
、
正
確
、

親
身
と
い
う
も
の
を
町
役
場
の
中
に

浸
透
さ
せ
な
が
ら
、
町
民
の
皆
様
を

本
当
に
大
事
に
す
る
役
場
の
役
割
を

よ
り
一
層
果
た
し
て
い
き
た
い
。

　
　

改
善
セ
ン
タ
ー
を
建
て
替
え
、

ホ
ー
ル
も
２
５
０
人
に
縮
小
し
、
町

民
と
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
通
じ
、

２
０
２
４
年
度
ま
で
に
計
画
を
ま
と

め
た
い
と
の
話
。

　

改
善
セ
ン
タ
ー
は
長
寿
命
化
改
修

で
ま
だ
46
年
間
使
っ
て
い
け
る
計
画
。

こ
れ
を
壊
し
、
建
て
替
え
る
と
い
う

こ
と
で
し
ょ
う
か
。

　
　

バ
リ
ア
フ
リ
ー
の
対
策
等
が
こ

の
状
況
で
で
き
て
い
な
い
。
中
井
町

と
し
て
し
っ
か
り
し
た
生
涯
学
習
施

設
を
持
つ
べ
き
。

　
　

改
善
セ
ン
タ
ー
北
側
の
ス
ペ
ー

ス
に
小
さ
な
ホ
ー
ル
と
関
連
施
設
を

建
て
、
１
階
は
駐
車
場
兼
倉
庫
と
し

て
２
階
の
ホ
ー
ル
へ
は
階
段
と
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
で
上
が
れ
る
よ
う
に
す
る
。

　

改
善
セ
ン
タ
ー
の
建
物
と
２
階
を

廊
下
で
つ
な
ぐ
こ
と
で
、
改
善
セ
ン

タ
ー
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
課
題
も
解

決
し
ま
す
し
、
こ
れ
か
ら
半
世
紀
、

改
善
セ
ン
タ
ー
を
使
い
続
け
る
こ
と

も
で
き
ま
す
。

　

単
純
に
建
て
替
え
と
い
う
こ
と
で

な
く
、
こ
う
い
っ
た
方
向
も
検
討
の

俎
上
に
の
せ
て
は
。

　
　

建
て
替
え
と
い
う
方
向
を
取
り

た
い
。

戸村町長の町政に臨む
　　　基本姿勢について問う
戸村町長の町政に臨む
　　　基本姿勢について問う

問答問

答

問問

答

答問答

町民を大事にする役場の役割を果たしたい町 長

一 般 質 問

会議録検索システムで閲覧できます。中井町ホームページ＞中井町議会＞会議録検索
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主な補正予算
●令和４年度一般会計補正予算（第２号）
　１億62万円の追加計上
・地域通貨を給付（45,000千円）
・コロナワクチン接種関係（38,000千円）
・その他　　　　賛成６・反対３で可決

意見書
●「女性差別撤廃条約選択議定書の批准を早急に求
　める意見書」の提出
　令和４年９月議会で、選択議定書の批准を求め
ることにより、個人通報制度により、国連女性差
別撤廃委員会に訴えることができ、日本の裁判所
が女性差別撤廃条約を裁判に適用するようになる
との議員発議があり、６対４で可決し、国に意見
書を提出。

主な条例制定
●個人情報の保護に関する法律施行条例
　「デジタル社会の形成を図るための関係法律の整
備に関する法律」による個人情報の保護に関する
法律の改正に伴い、町の個人情報保護条例の規定
を廃止し、所要の規定を定める条例制定。

主な条例改正
●職員の定年等に関する条例等の一部を改正する等
の条例

　地方公務員法の一部を改正する法律の施行等に伴
い、職員の定年を引き上げるとともに、管理監督職
務勤務上限年齢制や定年前再任用短時間勤務を導入。
　令和５年度から段階的に引き上げる。60歳に達
した翌年度から７割水準の給与支給。

令和４年度
　コロナ対応に関する予算 206,138千円
国の支援を町で具体化した事業 106,108千円
　中小事業振興融資の拡充 11,340千円
　水道料金減免の実施 10,820千円
　地域公共交通運行継続等支援事業 688千円
　公共施設等の感染症対策の徹底 27,428千円
　感染症拡大防止に向けた取組の強化 3,009千円
　家計・事業者支援対策地域通貨配付事業 45,440千円
　新型コロナウイルス感染の自宅療養者支援 709千円
　感染拡大に向けた取組の強化 557千円
　その他（アフターコロナを見据えた対策等） 6,117千円

国の感染症対策に伴う事業 100,310千円
　新型コロナウイルスワクチン接種体制整備 50,545千円
　子育て世帯への臨時特別給付金事業 4,944千円
　新型コロナウイルスワクチン接種体制整備 44,542千円

●都市公園条例の一部を改正する条例
　中央公園内のグラウンドの南側の一部芝生化に
伴う使用料の改正（令和５年４月１日より適用）

主な条例改正
●議会議員及び町長選挙における選挙運動費の公
　費負担に関する条例の一部を改正する条例
　公職選挙法の一部改正に伴い、選挙公営費用の
上限額の見直し
　自動車借り上げ 15,800円 ➡ 16,100円
　燃料代 　7,560円 ➡ 7,700円
　選挙運動用ビラの作成公費負担
 　７円51銭 ➡ ７円73銭
　町議選挙 7.73円×1,600枚＝1万2,368円
　町長選挙 7.73円×5,000枚＝3万8,650円
　（供託金額15万円が必要となりました。）

●中井町国民健康保険税条例の一部を改正する条例
　地方税法の一部改正に伴い課税限度額の引き上げ
　基礎課税分　　　　　　　 63万円 ➡ 65万円
　後期高齢者支援金等課税分 19万円 ➡ 20万円

議 会 報 告 会

令和４年９月定例会

令和４年９月議会　主な審議内容

・令和３年度一般会計決算を認定
（国民健康保険特別会計、介護保険特別会計、後期高齢者医療事業
特別会計、下水道事業会計、水道事業会計の５会計についても認定）
（歳入） ４６億５千万円　（歳出） ４２億７千万円

・補正予算　令和４年度一般会計補正予算（第２号）
１億６２万円の追加 （賛成６、反対３）
（コロナ影響や物価高騰により、１８歳以下と６５歳以上に地域通貨を給付）

・議員発議
「女性差別撤廃条約選択協定書の批准を早急に求める意見書」 の
提出 （賛成６、反対４）

令和４年12月定例会

令和４年12月議会　主な審議内容

・条例制定２件
（個人情報の保護に関する法律施行条例、情報公開・個人情報保護
審査会条例）

・条例改正４件
（職員の定年等に関する条例等の一部改正他３件）

・補正予算４件

運動競技会その他
これに類するもの １０，０００円

区　分
社会人・大学生
高校生
小・中学生

３，２５０円
１，９５０円
１，２００円

６，５００円
３，９００円
２，６００円

町内団体 町外団体
１時間当たりの使用料

報告会資料２ページ
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　新型コロナウイルス感染症に伴い、令和２年度から行われております議会報告会の動画配信は、
今年で３年目となります。過去２回の実績から、多くの年齢層の方にご覧いただいており、昨年は、
再生回数は減少したものの、270回を超え、アンケートも45人の方に回答いただきました。貴重な
ご意見もいただいており、そのご意見を参考に、分かりやすく、見やすい動画配信に努めています。
　また、対面形式の議会報告会も重要とのことから、準備を進めてまいりましたが、新型コロナウイ
ルス感染症の感染者が増加している状況から、今年も中止にすることといたしました。
　議会報告会では、１年間の議会の動きと、２つの常任委員会からの報告をお伝えしています。
　是非、動画配信とあわせてご覧いただきたいと思います。

令和４年度の予算審議
　総額71億６千万円となり、一般会計予算41億３
千万円が認定（主な新規事業：町内４カ所バス停
駐輪場整備、比奈窪公衆トイレ、中央公園多目的
広場芝生化等）

主な条例改正
●消防団条例の一部改正

　入団適齢者人口の減で将来的に新たな入団者を
確保することが困難と見込まれることから、民法
改正による成年年齢引き下げに伴い入団者の年齢
要件を引き下げました。（20歳 ➡ 18歳）

議員発議による決議
●「ロシアによるウクライナ侵略に断固抗議をする
決議」

　令和４年３月議会で、人命と平和な暮らしが奪
われる事態を断じて看過できないと、本議会は、
ロシアのウクライナからの即時完全撤退をするこ
と。あわせて我が国を含む関係国政府においては、
一日も早い平和解決に向けた外交努力を行うこと
を強く求め、決議した。

　この議会報告会では昨年（令和４年１月～12月）
の議会の活動をお知らせします。

横書き構成ですが、ページ数は議会だよりのものです

はじめに 15㌻
議会の動き 15㌻
総務経済常任委員会報告 17㌻
文教民生常任委員会報告 19㌻
広聴委員会から（動画QRコード） 16㌻
アンケートと案内 中面綴じ込み

令和４年度議会報告会資料目次

令 和 ４ 年 度
は じ め に …は じ め に …

議 会 の 動 き

委員長　成 川 保 美 委　員　古 宮 祐 二
副委員長　原 　 憲 三 委　員　加 藤 久 美
委　　員　石 渡 正 次 委　員　峯 尾 　 進

議会運営委員会

令和４年３月定例会

令和４年３月議会　主な審議内容

・令和４年度予算審議
（総額71億６千万円、うち一般会計41億３千万円）
（町内４カ所バス停駐輪場整備、比奈窪公衆トイレ、中央公園多目
的広場芝生化等）

・条例改正６件（消防団条例の改正他）

・補正予算（令和３年度一般会計補正他）
（コロナの影響により、事業の中止等による歳出の減額補正等）

・議員発議 「ロシアによるウクライナ侵略に断固抗議する決議」
（賛成全員で可決）

令和４年６月定例会

令和４年６月議会　主な審議内容

・条例改正３件
（議会議員及び町長選挙における選挙運動の公費負担に関する条

例改正、国民健康保険税条例改正他）

・補正予算（令和４年度一般会計補正予算他）
（コロナ影響による低所得者の子育て世帯生活支援特別給付金の

支給、水道基本料金４か月分免除、小中学校に空気清浄機の購入）

報告会資料１ページ
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●オンデマンドバスから路線バスに乗り継ぐ場
合の、料金の割引を検討。

※フィーダーバス：交通網において幹線と接続し、

支線の役割をもって運行されるその路線。

③循環型への一部導入の検討
　定時路線型運行
（曜日、地区、時間を決め、予約なしでオン
デマンドバスを巡回させ、町内スーパー等
への買い物を可能とする。）

④乗り合いデマンドタクシーへの転換の検討
ドアツードアの実現
（自宅から目的地さらに自宅へ）

⑤自家用有償運送の検討
NPOや地元協議会が行う自家用有償旅客運
送の規制が緩和されつつあることから、他の
市町の事例を参考に新たな公共交通としての
可能性を追求していく。

②路線バスのフィーダーバスとして位置付ける

●休憩所を２カ所設置（原のバス停所、役場入口）
➡ 路線バスを待つ間のくつろぎの場とする。

●休憩所にトイレを設置、風雨対策を施し、乗
り継ぎ場所が町のシンボルとなるようにする。

　令和４年10月28日付、滋賀県高島市議会産業
建設常任委員会で、本町のオンデマンドバス事業
の取り組みについて視察に来られました。（議長、
総務経済常任委員長が出席）

行政視察受入

　動画配信サービスを活用しての議会報告会はいかがでしたでしょうか？
　ぜひアンケートで、ご意見ご感想をお寄せ下さい。
　今後の参考にするとともに、回答が必要なものは改めて議会だよりやホー
ムページで回答します。右のQRコードからネットによる回答も可能です。
よろしくお願いします。
　なお、ネット環境等で動画がご覧いただけない場合、 DVDを貸し出しま
すので、議会事務局までご連絡ください。(電話　0465－81－3905)

アンケート

議 会 報 告 会

委員長　尾 尻 孝 和　　　委　員　峯 尾 　 進　　　委　員　森 　 丈 嘉
副委員長　加 藤 久 美　　　委　員　井 上 泰 弘　　　委　員　原 　 憲 三

議会広聴委員会

議会広聴委員会から

報告会資料４ページ

－ 16 －令和　５年２月１日発行



所管事項…企画課、総務課、環境上下水道課、産業振興課、
まち整備課、会計事務、選挙管理委員会、監査委員、農業
委員会及び議会事務局に関する事項並びに文教民生常任委
員会の所管に属しない事項

（令和３年６月～）

●少子高齢化の進展
　➡地域公共交通の検討

●オンデマンドバスの更新➡提言を行う。

●本町が抱える移動の課題
　➡公共交通システム全体を検討していく。

●議会ではオンデマンドバスの運行開始直後か
ら、公共交通を取り上げており、その都度提
言を行ってきた。

●特にオンデマンドバスが町内限定となった後、
地域からの要望を受け、平成30年12月議会
でオンデマンドバスの日赤乗り入れ等の決議
を提出、地域公共交通会議の決定を経て、翌
年度から日赤乗り入れが始まっている。

●実証運行開始して、本年で10年
➡車両更新も視野に、今後の方向性を令和４
年度中に定め、令和５年度から新たな段階
に入る。

●オンデマンドバスの他、福祉有償運送
➡高齢者・障がい者の交通手段

●路線バスの減便、高齢者の免許証返納者の増
加、保護者の児童生徒の送迎負担などの課題
があり、オンデマンドバスの需要大

●また、町内に鉄道駅がないため、駅への移動
に対する要望も多い。

①自宅前降車方式の実証運行
　　　　　　　　　　　　（令和４年 10月～）

●帰宅時のみ、希望降車ポイントで降りられる
方式。

●対象者：デマンドに実績のある65歳以上の
利用者と妊産婦。

●バス更新時に小型化を要望する。

●予約システムの利便性の向上を目指す。

今後の交通システムについて

●議会では、専門的な審査が行えるよう、町の仕事を２つに分け、２つの常任委員会が担当しています。
　議案や請願、陳情の審査を付託される他にも、それぞれの所管事項を調査研究しています。
●議会中に付議された案件は閉会中に審査することも可能です。
●議員は少なくとも１つの常任委員会に所属しなければなりません。

令 和 ４ 年 度

総務経済常任委員会報告

委員長　古 宮 祐 二 委　員　尾 尻 孝 和
副委員長　原 　 憲 三 委　員　成 川 保 美
委　　員　井 上 泰 弘

総務経済常任委員会

【調査研究理由】

【これまでの調査内容】

【現状と課題】

【令和４年度の委員会での協議】

所管事務調査研究

常任委員会からの報告常任委員会からの報告

買物難民には
大助かりです

乗降ステーションからは荷物も

多く、上りなので歩くのに大変です

自宅前降車（2022.10〜

報告会資料３ページ

第202号　なかい議会だより－ 17 －



●「この教訓、この苦しみを後世に伝え、中井
村のために役立てたい」という当時の人々の
心情を大切にしたい。

●予想されている巨大地震に対する減災・防災
に役立つようにしていく。

●将来を担う子どもたちの学びに繋がる大切な
資料とする。

◉大切な資料として残していかなければならな
いという考えから、決議として町に提出する。

●施設の現状、住民の声、生じている課題を受
け止め、将来を見据えた住民のための施設利
用を推進すべきである。

●中村下会館は、
<様々な拠点となる新たな建物の設置をしていく>
地域の中核となる施設
住民と共に創りこれからのモデルとなる施設
新たなネットワーク形成の中心となる施設　
地域コミュティーを拡げていく施設

●井ノ口上、井ノ口下会館は、
<様々な住民の活動ができる有意義な施設の検
討をしていく>

◉それぞれの会館の結論と共に、住民の声が十
分に反映できるような方法や場を設けるよう
決議として町に提出する。

●関東大震災の記録「中井
村震災紀念誌」を発行す
る。（大正14年２月10日）

●埋もれていた紀念誌が
個人宅から発見された後、
再発刊をすることが望ま
しいか否かを常任委員会
で協議をする。
（令和４年７月～９月）

●健康・体力づくりステーション事業施設の視察
を行い、担当課より説明を受ける。
（令和４年12月９日）

●現在、継続審査中である。

③「健康・体力づくりステーション事業
　の現状について」

②「中井町震災紀念誌の再発刊を求める」議 会 報 告 会

【協議内容】

【結　果】

【協議内容】

【結　果】

中村下会館の視察

震災紀年誌

健康・体力づくりステーションの視察

報告会資料６ページ

－ 18 －令和　５年２月１日発行



●そのまま適用すると、高齢者のやる気や生き
がいを削ぎ地域社会の活力低下をもたらす懸
念がある。

●中小零細事業者これ以上のに負担を課すこと
は、コロナ禍からの経済再生を阻害すること
につながる。

◉陳情を「採択」することに決定し、国（関係
機関）に意見書を提出。

所管事項…地域防災課、税務町民課、福祉課、健康課及び
　　　　　教育委員会に関する事項

＊総務省の要請を受け「中井町公共施設長寿命化
計画」を策定する。

●地域の心のよりどころである主要な施設の廃止
が見込まれている。

　廃止予定の３施設（中村下会館、井ノ口上会館、
井ノ口下会館）

●中村下会館の視察を行い担当課より説明を受け
る。（令和４年３月４日）

●７回の常任委員会を開催し協議を重ねる
　（令和４年　５月～９月）

所管事務調査研究
①「地域集会施設の現状と今後について」

●シルバー人材センター理事長より議会議長に提
出される。（令和４年６月30日）

●８月31日の本会議で文教民生常任委員会に付
託された後、委員会で審査をする。
（令和４年９月２日）

陳情第１号

「消費税インボイス制度の適用除外者
　の拡大を求める」

　これまで基準期間の課税売上高が1000万円以下であ
れば消費税の納税は免除されていたが、インボイス制度
の登録事業者になれば売上高に関わらず納税義務が発生
する。
　一方、消費税の仕入税額控除を受けるためには、登録
事業者の発行する適格者請求書が必要となる。

※基準期間の課税売上高
　基準期間とは、課税対象となる売上が２年前の期
間を指します。仮に、2021年の１年を通して、課税
売上高1000万円を超えた場合には、２年後の2023
年から課税事業者となる。

インボイス制度

令 和 ４ 年 度文教民生常任委員会報告

委員長　石 渡 正 次 委　員　峯 尾 　 進
副委員長　加 藤 久 美 委　員　森 　 丈 嘉
　委　員　多 田 　 勲 委　員　岸 　 光 男

文教民生常任委員会

【審査内容】

【結　果】

インボイス制度（適格請求書等保存方式）

消費税なし
免税事業者
（零細・個人）

一般業者
仕入税額控除あり

請求書これまで

課税売上高が1,000万円以下であれば消費税の納税は免除。
仕事依頼

仕事依頼

インボイス制度が導入されると

消費税
課税事業者
（零細・個人）

　一般業者
（仕入税額控除あり）

適格請求書例１

※相手事業者（一般業者）が消費税の仕入税額控除を
　受けるには登録事業者の発行する適格請求書が必要。

仕事依頼

仕事依頼

消費税なし
免税事業者
（零細・個人）

　一般業者
（仕入税額控除なし）

請求書例２

（依頼をしない可能性）仕事依頼

仕事依頼

☟
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会
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会
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会
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議
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会
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員
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議
会

９
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教
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生
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会
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定
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議
会
全
員
協
議
会

13
日　
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村
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研
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会

16
日　

議
会
広
聴
委
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会

26
日　

議
会
広
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委
員
会

５
日　

議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

10
日　

議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

16
日　

議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会
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日　

議
会
運
営
委
員
会

27
日　

臨
時
議
会

　
　
　

議
会
全
員
協
議
会

　長引く新型コロナウイルス感染症拡大に伴い、今年も、対面式

での議会報告会は中止し、昨年に引き続き、２月１日正午より

動画配信サービスYouTubeでお伝えすることとなりました。

　報告資料はこの議会だよりでご覧いただけます。

　また、アンケートは紙とネットフォームで実施します。ぜひ、アンケートでご意見、ご感想をお寄せ
ください。紙でのご回答の場合は、郵送やご持参、または FAX 0465（81）1443 で。

　議会や町政について知りたいこと、ご意見をお寄せ下さい。個別の回答のほか、議会だより
やホームページでも公開することがあります。広聴ご意見箱と書いて、郵送やご持参、または
FAX 0465（81）1443までお送りいただくか、ネットアンケートフォームをご活用下さい。
　個別の回答が必要な場合はお名前や連絡先を明記して下さい。

　

私
は
、
産
ま
れ
て
か
ら
ず
っ

と
中
井
町
で
育
ち
ま
し
た
。
若

い
こ
ろ
は
、
町
内
に
駅
が
な
く
、

な
ん
て
不
便
な
町
な
ん
だ
と

思
っ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、

こ
こ
数
年
、
仕
事
の
関
係
で
、

週
の
半
分
程
度
を
中
井
町
以
外

の
所
で
過
ご
し
て
み
る
と
、
こ

の
中
井
町
も
な
か
な
か
捨
て
た

も
の
で
は
な
い
な
と
気
づ
き
ま

し
た
。
何
よ
り
も
、
車
で
の
移

動
が
も
の
す
ご
く
便
利
な
の
で

す
。
私
は
、
仕
事
柄
、
色
々
な

所
に
車
で
向
か
う
の
で
す
が
、

県
内
は
元
よ
り
、
埼
玉
、
東
京
、

静
岡
に
行
く
に
も
１
時
間
以
内

で
移
動
で
き
ま
す
。
ま
た
、
圏

央
道
、
東
名
高
速
道
路
の
整
備

が
進
ん
で
く
れ
た
お
か
げ
で
、

仕
事
の
営
業
範
囲
も
拡
大
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

中
井
町
は
少
子
高
齢
化
、
過

疎
化
等
々
と
難
し
い
問
題
を
抱

え
て
い
ま
す
が
、
少
し
見
方
を

変
え
れ
ば
、
交
通
網
の
充
実
と

い
う
か
な
り
の
メ
リ
ッ
ト
を

持
っ
た
町
で
も
あ
る
と
思
い
ま

す
。
こ
れ
は
ひ
と
つ
の
例
で
す

が
、
こ
の
よ
う
に
、
町
の
良
い

と
こ
ろ
を
見
つ
け
、
更
に
そ
こ

を
伸
ば
し
、
子
ど
も
た
ち
の
未

来
の
た
め
に
、
活
気
あ
る
町
づ

く
り
を
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　

戸
村
新
町
長
を
迎
え
て
初
め
て
行
わ
れ
た
12
月
定

例
議
会
。
一
般
質
問
に
対
し
、
真
摯
に
答
弁
す
る
姿

勢
に
は
、
多
く
の
傍
聴
者
や
議
員
に
好
感
を
も
っ
て

受
け
止
め
て
い
た
だ
け
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

第
８
波
に
対
し
、
感
染
拡
大
を
防
止
し
な
が
ら
、

日
常
生
活
や
経
済
社
会
活
動
を
継
続
で
き
る
よ
う
行

動
制
限
の
緩
和
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
ま
だ
ま
だ
多

く
の
方
に
影
響
が
及
ん
で
い
ま
す
。
コ
ロ
ナ
を
発
症

さ
れ
た
方
に
は
、
一
日
も
早
い
ご
快
復
を
、
そ
し
て

医
療
関
係
者
の
方
々
に
は
不
断
の
努
力
に
心
よ
り
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
今
年
は
、
４
年
に
一
度
の
統
一
地
方
選
挙

の
年
と
な
り
、
町
民
の
審
判
が
下
る
時
で
す
。
一
人

で
も
多
く
の
方
が
、
投
票
場
に
足
を
運
ん
で
く
だ
さ

い
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。　
　
　
（
古
宮
）

　

議
会
の
う
ご
き

12　

月

11　

月

１　

月

議会報告会を動画で開催

「広聴ご意見箱」受付中

議会広聴委員会からのお知らせ

ご意見箱

委員長　多 田 　 勲 委　員　岸 　 光 男
副委員長　古 宮 祐 二 委　員　成 川 保 美
委　　員　石 渡 正 次

町民の声編集後記 山本直樹さん（宮原）

議会だより編集委員

議会を傍聴しませんか議会を傍聴しませんか 次回の定例会は ２月28日（火）　開会予定
湘南ケーブルテレビ（102チャンネル）生放送
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